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カブトムシは、

たまご

卵を
なん

何
こ

個
う

産むの

●カブトムシは
たまご

卵をかためて
う

産まない 

 カブトムシは、
ひ る ま

昼間は
お

落ち
ば

葉の
した

下などにもぐってねむっていて、
よる

夜になると
かつどう

活動し
はじ

始めま

す。カブトムシは、においにびん
かん

感で、
き

木の
じゅえき

樹液が
で

出ている
ところ

所も、においで
はっけん

発見します。

オスがメスを
み

見つけるのも、メスが
だ

出すオスを
よ

呼び
よ

寄せるにおいからです。オスと
こう

交
び

尾（メ

スが、オスから、オスの
せいしつ

性質や
たいしつ

体質を
つた

伝える
い で ん し

遺伝子を
う

受け
と

取る）したメスは、さっそく、
たまご

卵

を
う

産む
ば し ょ

場所を
さが

探し
はじ

始めます。カブトムシは、
たまご

卵をかためて
う

産むのではなく、一つぶずつあ

なにうめていくので、なかなか
み

見つけにくいものです。 

●カブトムシの
たまご

卵は、およそ２０～３０
こ

個 

 カブトムシのメスは、
お

落ち
ば

葉や、くさってくずれた
き

木の
した

下にもぐりこみ、
ふ よ う ど

腐葉土（
お

落ち
ば

葉

がくさってできた
つち

土）のいちばん
した

下あたりで、
さんらんかん

産卵管をおしつけて、５ミリメートルくらい

の
おお

大きさのあなを
あ

開けます。この一つのあなに、１
こ

個ずつ
たまご

卵を
う

産みつけていきます。この

ようにして、メスは、おとなになってから１か
げつ

月ぐらいの
あいだ

間に、２０～３０
こ

個の
たまご

卵を
う

産み

ます。メスの
からだ

体は、
つの

角もなく、
ふ よ う ど

腐葉土の
した

下にもぐりやすい
かたち

形をし、
まえあし

前足も
つち

土をほりやすい
かたち

形をしています。
ふ よ う ど

腐葉土は、
う

生まれてきた
ようちゅう

幼虫のえさになります。 

●
ふ よ う ど

腐葉土を
た

食べて
せいちょう

成長し、
ようちゅう

幼虫で
ふゆ

冬をこす 

 しめった
あたた

温かい
ふ よ う ど

腐葉土の
した

下で、およそ２
しゅうかん

週間
ご

後に、
たまご

卵から
ようちゅう

幼虫が
で

出てきます。
ようちゅう

幼虫は、

１１
がつ

月ごろまでに、３
かい

回だっ
ぴ

皮をくり
かえ

返して、
たいちょう

体長が８センチメートルぐらいまで
おお

大きく

なり、３
がつ

月ぐらいまで、
ふ よ う ど

腐葉土の
ふか

深い
ところ

所にもぐって、
ふゆ

冬の
さむ

寒さをのりきります。５～６
がつ

月ご

ろさなぎになり、
なつ

夏に
せいちゅう

成虫として
ちじょう

地上に
で

出てきます。（監修・中山 周平） 

 


